
農
業
で
元
気
は
つ
ら
つ


木
津
川
市
の
田
中
米
造
さ
ん

販路開拓に期待 過
去
最
多
の
生
産
者
・
バ
イ
ヤ
ー
が
参
加

（
売
り
手

事
業
者
×
買
い
手

社
）　
京
都
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会 実演で効果を検証　福 知 山 市農業委員会

ラジコン・ロボット草刈機

府農業会議

令
和
４
年
度
農
林
施
策
を
西
脇
知
事
に
提
案

「
京
都
果
樹
学
舎
」の
創
設
、山
す
そ
遊
休
地
対
策
な
ど
要
望

女
性
委
員
が

〝
つ
な
い
で
発
信
〟まさ農園　岩本尚美さん

農
作
業
で
健
康
に

　
与
謝
野
町

新会長の
抱　　負

舞鶴市農業委員会
今田　壽孝会長（）

全
力
で
京
力
農
場
プ
ラ
ン
を
推
進


キ
ュ
ウ
リ
が
安
定
、茶
に
挑
戦


　　宇治田原町　　
　天岡　学さん　
あ ま お か まなぶ

　
舞
鶴
市
は
、
万
願
寺
甘
と
う

や
お
茶
な
ど
全
国
に
誇
る
農
産

物
が
あ
る
一
方
で
、
農
業
者
の

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
の

課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
解
決
の
た
め
、
今
期
か

ら
再
編
し
た
地
区
別
会
議
を
拠

点
に
、
農
業
委
員
会
と
市
が
協

力
し
て
「
京
力
農
場
プ
ラ
ン
」

の
実
質
化
を
推
進
し
、
農
地
利

用
の
最
適
化
推
進
活
動
の
活
性

化
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

茶
の
栽
培
も
始
め
た
天
岡
さ
ん

　
キ
ュ
ウ
リ
収
穫
の
ア
ル
バ
イ
ト
が

き
っ
か
け
で
、
５
年
前
に
就
農
し
た

天
岡
学
さ
ん
（

）
。
Ｊ
Ａ
の
キ
ュ

ウ
リ
部
会
の
先
輩
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
な
が
ら
、
キ
ュ
ウ
リ
（

㌃
）

の
経
営
を
安
定
さ
せ
て
、
現
在
は
、

新
た
に
お
茶
（
１
㌶
）
の
栽
培
も
始

め
て
い
る
。

　
キ
ュ
ウ
リ
の
収
穫
最
盛
期
と
な
る

夏
の
猛
暑
は
、
体
力
勝
負
で
乗
り
切

る
が
、
収
穫
の
ピ
ー

ク
を
考
え
て
苗
の
移

植
時
期
を
調
節
す
る

な
ど
、
自
分
な
り
の

栽
培
方
法
を
工
夫

し
、
よ
い
キ
ュ
ウ
リ

を
収
穫
で
き
た
と
き

の
充
実
感
を
楽
し
ん

で
い
る
。

　
「
他
の
作
物
の
栽

培
も
研
究
し
、
さ
ら

に
上
を
目
指
し
て
頑

張
り
た
い
」
と
天
岡

さ
ん
。
今
後
の
活
躍

に
期
待
が
高
ま
っ
て

い
る
。

　
（
宇
治
田
原
町
農

業
委
員
会
）

８（第３種郵便物認可） ２０２１年（令和年）１１月２６日（金）月４回金曜日発行 定価１か月円（年間，円）送料共

過去最多の商談が成立し、販路開拓に期
待が高まる

　
京
都
府
農
業
会
議
（
栗
山
正
隆
会
長
）
は

月
１
日
、
「
令

和
４
年
度
京
都
府
農
林
施
策
及
び
予
算
に
関
す
る
提
案
」
を
提

出
し
、
西
脇
隆
俊
京
都
府
知
事
、
山
下
晃
正
副
知
事
と
意
見
交

換
し
た
。

田
中
米
造
さ
ん
（
右
）
と
溝
口

由
美
子
さ
ん

　
与
謝
野
町
温
江
の
『
ま
さ
農

園
』
で
、
４
月
か
ら
パ
ー
ト
で

働
く
岩
本
尚
美
さ
ん
（

）
。

福
祉
の
職
場
か
ら
転
職
し
、
農

作
業
は
初
体
験
で
し
た
が
、
空ク

ウ

心シ
ン

菜サ
イ

の
播
種
か
ら
販
売
ま
で
任

せ
て
も
ら
い
、
施
肥
や
除
草
な

ど
手
間
を
か
け
る
と
良
い
野
菜

が
育
つ
こ
と
を
、
子
育
て
の
よ

う
に
感
じ
て
「
野
菜
へ
の
愛
」

が
芽
生
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
売
る
た
め
に
は
、
丁

寧
な
袋
入
れ
や
ラ
ベ
ル
な
ど

「
見
た
目
の
美
し
さ
」
が
大
切

と
気
づ
き
、
ス
ー
パ
ー
の
売
り

場
を
消
費
者
か
ら
生
産
者
の
目

線
で
見
る
よ
う
に
変
わ
っ
た
そ

う
で
す
。

　
今
後
、
農
園
の
主
力
品
目

「
九
条
ね
ぎ
」
も
担
当
す
る
予

定
で
、
「
出
荷
目
標
を
立
て
て

努
力
工
夫
し
た
い
」
と
笑
顔
で

話
す
岩
本
さ
ん
。
「
空
を
見
な

が
ら
作
業
を
し
て
い
る
と
、
自

然
と
鼻
歌
を
歌
っ
て
い
ま
す
。

農
業
は
、
身
体
に
も
心
に
も
良

い
健
康
法
で
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

　
（
与
謝
野
町
農
業
委
員
会
・

木
村
有
紀
子
委
員
）

　
提
案
で
は
、
６
項
目
の
重
点

事
項
と
し
て
、
①
ブ
ド
ウ
や
ナ

シ
の
経
営
人
材
を
育
て
る
「
京

都
果
樹
学
舎
」
の
創
設
②
イ
ン

キ
ュ
ベ
ー
ト
農
業
法
人
に
よ
る

新
規
就
農
者
の
育
成
支
援
③

「
地
区
連
絡
会
議
」
を
拠
点
に

進
め
る
京
力
農
場
プ
ラ
ン
「
目

標
地
図
」
の
実
現
支
援
④
山
す

そ
の
粗
放
的
利
用
を
進
め
る
た

め
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
支
援
⑤
「
に

ぎ
や
か
な
過
疎
」
支
援
施
策
の

創
設
⑥
特
定
地
域
づ
く
り
事
業

協
同
組
合
に
よ
る
周
年
雇
用
の

創
出
を
要
望
。

　
加
え
て
、米
価
下
落
の
対
応
、

零
細
な
農
村
集
落
の
広
域
連
携

を
伴
走
支
援
す
る
職
員
の
配

置
、
巨
椋
池
干
拓
地
の
営
農
検

討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設
置
、
ス

マ
ー
ト
農
業
の
推
進
と
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
生
産
者
の
伴
走
支
援
、

有
害
鳥
獣
駆
除
チ
ー
ム
の
連
携

調
整
や
捕
獲
対
策
の
拡
充
な
ど

を
求
め
た
。

　
西
脇
知
事
は
、
「
果
樹
学
舎

や
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
法
人
な
ど

新
規
就
農
者
育
成
の
体
制
整
備

は
重
要
な
課
題
だ
。
移
住
促
進

条
例
の
改
正
を
踏
ま
え
て
広
範

な
移
住
者
が
活
躍
で
き
る
応
援

施
策
を
推
進
し
、
地
域
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
」
と
応
じ
、

提
案
を
施
策
に
活
か
す
考
え
を

示
し
た
。

　
ま
た
、
山
下
副
知
事
は
、

「
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
と
連

携
し
て
多
彩
な
人
材
を
農
村
に

呼
び
込
む
総
合
的
な
地
域
政
策

を
進
め
た
い
」
と
提
案
に
賛
同

し
た
。

ラジコン草刈機の構造につ
いて説明を受ける参加者
（月９日、中六人部地区
＝土師川堤防）

西
脇
知
事
（
右
）
に
提
案
書
を
渡
す
栗
山
会
長

　
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
の
田

中
米
造
さ
ん（

）は
、
カ
ラ
オ

ケ
仲
間
の
溝
口
由
美
子
さ
ん

（

）に
誘
わ
れ
て
、

年
前
か

ら
農
作
業
を
手
伝
う
よ
う
に
な

り
、
現
在
は
小
松
菜
や
水
菜
な

ど
を
一
緒
に
栽
培
し
て
い
る
。

　
田
中
さ
ん
は
、
農
業
に
携
わ

る
よ
う
に
な
っ
て
生
活
が
変
わ

り
、
年
齢
を
重
ね
て
も
、
元
気

は
つ
ら
つ
。
心
身
の
健
康
の
秘

訣
は
、
「
体
を
動
か
し
て
、
家

族
以
外
の
人
と
関
わ

り
、
社
会
と
の
接
点
を

持
ち
続
け
る
こ
と
」
と

い
う
。

　
木
津
川
市
で
は
、
市

民
農
園
な
ど
高
齢
者
が

農
作
業
に
携
わ
る
機
会

を
増
や
す
施
策
を
展
開

し
、
〝
農
を
活
か
す
ま

ち
づ
く
り
〟を
通
じ
て
、

「
元
気
な
高
齢
者
」
が

増
え
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

　
（
木
津
川
市
農
業
委
員
会
）

　
京
都
府
と
府
農
業
会
議
は
、

府
内
農
業
生
産
者
の
販
路
開
拓

を
支
援
す
る
た
め
、
月

日
、

「
京
都
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
商
談
会

２
０
２
１
」
を
開
催
。
過
去
最

多
の
生
産
者
（

事
業
者
）
と

販
売
業
者
（
百
貨
店
や
ス
ー
パ

ー
な
ど

社
）
が
参
加
し
、
当

日
の
商
談
数（
２
８
５
件
）と
成

約
見
込
み
数
（

件
）
、継
続

案
件
数（
１
６
８
件
）は
、
い
ず

れ
も
過
去
最
多
を
記
録
し
た
。

　
商
談
会
は
、
生
産
者
の
商
品

情
報
を
事
前
に
販
売
業
者
へ
提

供
し
、
売
り
手
と
買
い
手
を
マ

ッ
チ
ン
グ
し
て
行
っ
た
。
初
参

加
の
生
産
者
も
、
模
擬
商
談
会

な
ど
に
参
加
し
て
専
門
家
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
後
、
こ
の

商
談
会
に
臨
み
、
短
時
間
で
多

数
の
成
約
に
つ
な
が
っ
た
。

　
商
談
会
を
主
催
し
た
府
農
業

会
議
の
坂
本
泰
子
参
事
は
、「
コ

ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
商
談
会

も
増
え
て
い
る
が
、感
染
防
止

対
策
を
徹
底
し
、成
約
率
が
高

い
リ
ア
ル
開
催
に
こ
だ
わ
っ

た
。引
き
続
き
、生
産
者
の
販
路

開
拓
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を

進
め
た
い
」と
話
し
て
い
る
。

　
ラ
ジ
コ
ン
草

刈
機
や
ロ
ボ
ッ

ト
草
刈
機
の
導

入
効
果
を
現
場

で
検
証
す
る
た

め
、
福
知
山
市

農
業
委
員
会

は
、
月
９
日
、

「
リ
モ
コ
ン
草

刈
機
現
地
研
修
会
」
を
中
六
人

部
（
土
師
川
堤
防
）
と
夜
久
野

（
府
緑
化
セ
ン
タ
ー
）
の
２
カ

所
で
開
催
。
農
業
委
員
会
の
委

員
や
営
農
組
合
関
係
者
ら
約


人
が
参
加
し
、
草
刈
機
の
構
造

や
操
作
方
法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　
各
会
場
で
は
、
全
国
各
地
で

導
入
が
進
ん
で
い
る
ロ
ボ
ッ
ト

草
刈
機
と
ラ
ジ
コ
ン
草
刈
機
に

よ
る
草
刈
り
を
実
演
。
参
加
し

た
委
員
や
農
業
者
は
、
ラ
ジ
コ

ン
操
縦
を
体
験
し
た
り
、
繁
茂

す
る
雑
草
の
種
類
や
傾
斜
度
に

応
じ
た
作
業
実
演
を
見
学
し
た

後
、熱
心
な
質
疑
が
行
わ
れ
た
。

　
主
催
し
た
福
知
山
市
農
業
委

員
会
は
、
「
今
後
の
施
策
提
案

に
農
業
者
の
意
見
を
反
映
し
、

草
刈
り
作
業
の
省
力
化
に
向
け

た
ス
マ
ー
ト
技
術
導
入
を
促
し

て
い
き
た
い
」
（
藤
田
重
行
会

長
）
と
話
し
て
い
る
。


